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第二編  誇りの政策　　歴史文化7

●新たな文化芸術活動の創造・発信

●地域特性を生かした国際交流の推進

●伝統文化・文化遺産の保存と活用

●平城遷都1300年記念事業

一口メモ

Ｈ１９年１月、県内４番目の世界遺産となるべく、
「飛鳥・藤原の宮都とその関連遺産群」が
暫定リストに登載されました。

県内４番目の世界遺産誕生へ

～新しい文化の古都“奈良”を創る～
奈良が持つ歴史文化遺産を生かした魅力づくりを進めるとともに、一人ひとりが地域の
歴史や文化について理解を深められるよう、3つの世界遺産の登録や
平城遷都1300年記念事業への準備、国際交流の推進などに取り組んできました。 誇り
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平城遷都1300年記念事業協会を設立（H17） 「平城遷都1300年記念事業実施基本計画」の
策定と推進（H17～）

平城遷都1300年記念事業のシンボル
マーク決定（H18） 平城宮跡朱雀門及び東院庭園の復原と記念事業開催（H10）

平城宮跡大極殿正殿復原着手（H13）

平城遷都1300年を考える奈良の会の設立（H8）
平城遷都1300年記念2010年委員会の開催（H11～H17）

文化ボランティアを育てる奈良2010年塾開塾（H16）

大和路歴史首都ルネッサンス事業の推進（H13～）

黒塚古墳で
三角縁神獣鏡などの
文化財が出土（H9）

県立橿原考古学研究所
附属博物館の
リニューアルオープン（H9）

平成10年台風７号で
被災した国宝室生寺
五重塔の修復完了（H12）

飛鳥京跡苑池が史跡及び名勝に指定（H15）

唐古・鍵遺跡が史跡に指定（H10）

「ＧＭＥ’９４“ＡＯＮＩＹＯＳHI”」コンサートの開催（H6 東大寺）
世界遺産国際会議奈良大会等の開催（H11～）
シリア・パルミラ遺跡調査の国際協力（H6～H12）

日韓ワールドカップにおいてチュニジアチームの
キャンプ地招致（H14）

奈良まほろば大使を委嘱（H17～）

奈良公園シルクロード交流館オープン（H16）
近畿青年洋上大学を実施（～H15） H3以降で410名が参加

ウズベキスタン地域観光振興研修生の受入（H13～H17）

NARA万葉世界賞
公募開始（H18）

「大和路シンフォニー」の作曲を依頼
奈良県文化情報ネットワークが稼働（H16～）
各種国際交流美術展の開催

奈良県芸術祭の充実

県民サロンコンサートの実施（H9～）

西暦2010年の平城遷都1300年記念事業の成功に向けた取り組みを推進しました。

２年間で34ヶ国、221名に委嘱

飛鳥京ルネッサンス（H15）

約58万人が来館

石舞台古墳

藤原宮跡

H１８は１０万人以上が参加


